
 
 

 

概要・定義  
 

 最近では神経節細胞腫と呼ばれている。よく成熟分化した大型の腫瘍

性細胞からなり、徐々に発育する良性の腫瘍（WHOグレード I）である。  

 

症状  
 

 大脳、とくに側頭葉に発生し、けいれんの原因となり、高次脳機能障

害、情動障害をきたし、増大すれば頭蓋内圧亢進症状を来す。  

 

治療  
 

 神経節膠腫に準じる。  
 
抜粋元：http://www.shouman.jp/details/1_6_83.html 

 

告示 
番号 57 悪性新生物  

疾病名 神経節腫  

 

神経節腫（神経節細胞腫）  
 

しんけいせつしゅ （しんけいせつさいぼうしゅ） 
 


